
グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

経営比較分析表（令和元年度決算）
高知県高知市　国民宿舎桂浜荘

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 客単価(円) 指定管理者制度の導入 インターネットによる予約割合(％)

利用料金制 20.0 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 建物延面積(㎡) 宿泊定員数(人) バリアフリー法の基準適合性 トイレ洋式化率(％) Wi-Fi設置

法非適用 観光施設事業 休養宿泊施設 Ａ２Ｂ１ 非設置 10,239

－

該当数値なし 該当数値なし 3,493 122 無 83.9 有 【】

分析欄

1.収益等の状況 3.利用の状況
1. 収益等の状況について

　本市公営宿泊施設（以下「本施設」という。）は，
平成27年度から５年連続で収益的収支比率が100％を超
えており，単年度の収支では黒字が続いている。一方
で，ここ数年は定員稼働率が下がり続けており，特に
令和元年度においては，新型コロナウイルス感染症の
影響による利用客の大幅な減少もあって，定員稼働率
及びEBITDAは大きく落ち込んだ。
　他会計補助金比率が令和元年度に急激に下降したの
は，平成7年度の本施設改築等により陥った資金不足を
解消するために実施している一般会計からの繰入金の
うち令和元年度分について，令和元年度に資金不足比
率が経営健全化基準の20％を下回る見込みであったこ
とから，令和６年度までの６年間に平準化したからで
ある。
　今後の本施設の収益等における取組としては，新型
コロナウイルス感染症の収束状況を見極めながら，国
のGoToトラベルキャンペーン等と連動した宿泊プラン
の開発や，顧客にインセンティブを与えるような情報
発信等を行っていく必要がある。併せて，類似団体と
比較して数値の高い売上高人件費比率についても，適
切に抑制していく必要がある。H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

当該値 113.2 111.8 109.4 115.7 106.6

H27 H28 H29

2. 資産等の状況について
平均値 84.4 83.9 154.5 159.9 124.0 平均値 23.0 21.8

当該値 14,084 13,577 14,579 14,826 2,920当該値 107.6 106.6 114.6 114.8 20.2

438 677 　本施設の建物部分については，平成７年度に実
施した改築に係る起債償還は平成26年度に完了し
ているものの，改築後20年以上が経過しており，
施設内部の各設備機器については劣化の進んでい
るものも多く，特別会計で一定の改修費を見込ん
だうえで緊急度及び重要度の高い箇所について計
画的に順次改修していく。
　利用客数増や稼働率の上昇を図るためには，顧
客ニーズの高い客室の洋室化やレストラン部分の
改築等についても検討する必要があるが，これら
の改修については多額の費用が必要であり，新型
コロナウイルス感染症の影響による利用客数の減
少もあることから，原資の確保や費用対効果を検
証し，慎重に検討する必要がある。

3. 利用の状況について
　本施設はここ数年利用客数の減少続いている
が，令和元年度においては夏期の台風や天候不良
による団体利用のキャンセルや，新型コロナウイ
ルス感染症の影響による利用者の大幅な減少に
よって，年間の利用者数は大きく落ち込んだ。併
せて，定員稼働率やEBITDAについても，前年より
もさらに悪化している。

H29 H30 R01 H27 R01

12,651

平均値 9,064 2,276 △8,016 7,024 3,003

H28 H29 H30

当該値 30,197 27,077 19,728 33,39213.4

1,15315.7 7.6 28.9 平均値 503 457

35.0 当該値 11.6 10.4 8.4

H27 H28 H29 H30 R01 H27

当該値 40.0 41.3 38.7 38.0 32.1 当該値 34.4 6.0

R01 H27 H28

平均値 29.3 30.2 28.0 26.1 28.6 15.2 △279.7 13.8

H28 H29 H30

33.4 35.9 30.5

平均値 31.6 33.1 33.8 31.6 26.8 平均値 20.4 17.2

2.資産等の状況

⑨施設の資産価値(千円)
全体総括
　桂浜荘は本市を代表する景勝地である桂浜公園
内にあり，桂浜，坂本龍馬像など，本市を代表す
る観光資源があることから，新型コロナウイルス
感染症の収束後は再び一定の宿泊需要が見込まれ
る。
　ただし，平成７年の本施設改築の起債償還等を
要因とする資金不足により，一般会計からの繰入
で資金不足比率を経営健全化基準未満にしている
途上である。継続的な運営には，資金不足に陥っ
た要因を強く受け止め，十分な戦略を持って経営
基盤の強化に取り組んでいく必要がある。
　また，令和６年度までの一般会計からの繰入が
終了した後も，設備投資に必要な経費を独立採算
で確保するための収入増を含めた経営改善を検討
するとともに，事業の継続可否についても慎重に
検討を行っていく。

694,330

⑩設備投資見込額(千円)
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③宿泊者一人当たりの他会計補助金額(円)

【9,038】
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②他会計補助金比率(％)

【27.8】
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①収益的収支比率(％)

【104.1】
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⑦ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【△10,941】
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⑥売上高ＧＯＰ比率(％)
【△11.7】
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⑤売上高人件費比率(％)

【37.3】
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④定員稼働率(％)
【19.7】
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⑫企業債残高対料金収入比率(％)
【27.4】
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⑪累積欠損金比率(％)
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⑧有形固定資産減価償却率(％)
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⑬施設と周辺地域の宿泊客数動向

該当数値なし 該当数値なし


